
広 報　天　　龍（12）令和５年（2023年）12月26日

　
11
月
18
㈯
、
19
日
㈰
の
２

日
間
、
な
ん
で
も
館
を
会
場

と
し
て
「
２
０
２
３
昇
龍
ま

つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
、
14
回
目
を
迎
え

る
「
昇
龍
ま
つ
り
」
は
、
村

民
と
農
林
商
工
業
者
な
ど
の

各
種
団
体
が
一
体
と
な
っ
て

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
ふ
る
さ

と
の
良
さ
の
再
発
見
や
、
村

民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
の
場
づ

く
り
な
ど
を
目
的
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
各
種
表
彰
や
岩
崎
恭
子
氏

の
講
演
会
を
は
じ
め
地
元
の

各
種
団
体
に
よ
る
農
林
産
物

の
販
売
や
、体
験
、健
康
コ
ー

ナ
ー
、
作
品
展
示
、
保
育
所
、

小
学
校
、
中
学
校
な
ど
児
童

に
よ
る
発
表
、
カ
ネ
ト
合
唱

団
に
よ
る
演
劇
、
投
げ
餅
が

行
わ
れ
、
両
日
と
も
に
大
勢

の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
な
お
、
開
催
に
あ
た
り
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
村
民
の

み
な
さ
ん
や
関
係
者
お
よ
び

餅
投
げ
の
景
品
を
ご
提
供
い

た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

観光協会賞 松下 俊成
（天龍村原地区）

観光協会賞 竹折 明
（羽衣崎）

観光協会賞 黒田 直人
（向　方）

㈱飯田スタジオ賞 仲田 昭二
（かつら大滝）

㈱飯田スタジオ賞 宮澤 孝輔
（羽衣崎）

㈱飯田スタジオ賞 坂巻 章夫
（自慶院）

信濃毎日新聞社賞 黒田 直人
（向　方）

信濃毎日新聞社賞 萩原 英文
（天龍村清水地区）

中日新聞社賞 恩澤 利弘
（中井侍）

中日新聞社賞 鳴海 寿勇
（平岡ダム付近）

南信州新聞社賞 木下 智子
（なんでも館）

南信州新聞社賞 久保 聡美
（羽衣崎）

雪とダム 静寂・雪のダム湖 向方の春 かつら大滝

初夏の羽衣崎 今年もよろしく 村花やまゆり とろーりまろやか・ていざなす

彼岸花 平岡の華

村まつり餅投げ大会 夜桜

　令和４年８月から１年間にわたってご応募いただい
た56作品の中から、13作品が各賞に選ばれました。
　受賞されたみなさん、おめでとうございます！また

ご応募いただいたみなさん、
村民投票や審査にご協力い
ただいたみなさん、ありが
とうございました。

水面に映る山

第 216 号
広 報

天 龍 村 役 場
総 務 課
飯田共同印刷㈱

発行
編集
印刷

私たちの村
－12月１日現在－
人口 1,094 人

男 516 人 女 578 人
世帯数 627 世帯

2023年12月26日

主催：天龍村観光協会

村民賞･表紙部門 串原 幸延
（松島桜公園） 受賞されたみなさん

園児による発表の様子

やったね!!

川村カネト合唱団と
　天龍村の子どもたちによる演劇

入賞作品一覧
2024年天龍村カレンダーフォトコンテスト審査結果



（11）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）12月26日 広 報　天　　龍（２）令和５年（2023年）12月26日

　
令
和
５
年
度
村
表
彰
及
び
国

民
健
康
保
険
健
康
家
庭
表
彰
の

授
与
式
が
11
月
18
日
㈯
の
昇
龍

ま
つ
り
開
祭
式
の
中
で
行
わ

れ
、
ご
出
席
い
た
だ
い
た
方
々

に
村
長
よ
り
、
表
彰
状
及
び
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
受
賞
者
は
次
の
み

な
さ
ん
で
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。村

　
表
　
彰

○
熊
谷
　 

忠
則 

様
（
下
山
区
）

○
金
田
　
　 

隆 

様
（
鶯
巣
区
）

感
　
謝
　
状

○
花
田 

平
八
郎 

様（
北
区
）

○
田
島 

百
合
子 

様（
森
の
郷
）

○
鎌
倉
　 

貞
男 

様（
東
原
Ａ
）

○
金
田
　 

成
人 

様（
飯
田
市
）

○
吉
川
　 

哲
雄 

様（
飯
田
市
）

○
城
田 

孝
一
郎 

様（
東
京
都
）

　
村
に
貴
重
な
美
術
品
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
金
田
　
　 

健 

様（
岡
本
区
）

○
松
下 
和
氣
子 

様（
中
央
区
）

○
滝
沢
　 
英
夫 

様（
埼
玉
県
）

○
柳
澤
　 

泰
男 
様（
茨
城
県
）

　
村
に
多
額
の
金
員
を
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
。

国
保
健
康
家
庭
表
彰

　【 

村 

表 

彰 

】

〇
吉
澤
　 

幸
男
さ
ん（
鶯
巣
宇
連
区
）

〇
安
達 

ト
シ
子
さ
ん（
本
町
区
）

〇
秦
　
　
　 

達
さ
ん（
東
原
Ｂ
区
）

〇
大
杉
　 

美
幸
さ
ん（
中
央
区
）

〇
熊
谷
　 

千
鶴
さ
ん（
倉
の
平
区
）

〇
大
杉
　 

廷
臣
さ
ん（
坂
部
区
）

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
あ
り
、
３
年
以
上
に
わ
た
り

保
険
証
を
使
用
し
な
か
っ
た
世

帯
で
、
国
民
健
康
保
険
税
を
完

納
し
た
世
帯
の
み
な
さ
ん
で
す
。

佐々木祥二長野県議会議長への説明

国土交通省 丹羽克彦道路局長へ
要望書の手渡し

▶
表
彰
式
に
出
席
し
て
い
た
だ
い
た

　み
な
さ
ん 村

表
彰
・
国
民
健
康
保
険
健
康
家
庭
表
彰

村
・
村
議
会
に
よ
る
国
道
・
県
道
の
改
良
等
の
要
望
活
動
を
実
施

　
天
龍
村
長
と
天
龍
村
議
会
議

員
で
、
道
路
改
良
な
ど
に
関
す

る
天
龍
村
独
自
の
要
望
活
動
を

10
月
13
日
㈮
に
長
野
県
建
設
部

と
長
野
県
議
会
へ
、
10
月
25
日

㈬
に
は
財
務
省
、
国
土
交
通
省

道
路
局
と
関
東
地
方
整
備
局
に

対
し
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
４
年
ぶ
り
に
議
会

全
体
で
の
参
加
と
な
り
、
長
野

県
建
設
部
及
び
県
議
会
へ
の
要

望
で
は
、
永
嶺
村
長
を
は
じ
め
、

後
藤
議
長
以
下
６
名
の
議
員
、

天
龍
村
商
工
会
の
福
士
会
長
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
国
・

県
道
の
道
路
整
備
促
進
に
向
け

た
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、財
務
省
、国
土
交
通
省
、

関
東
地
方
整
備
局
へ
も
村
長
と

議
員
７
名
に
よ
る
要
望
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　
主
な
要
望
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

〇
国
道
四
一
八
号
（
福
島
・
鶯

巣
）
天
竜
川
橋
架
け
替
え
工

事
の
早
期
完
成

〇
国
道
四
一
八
号
（
阿
南
町
新

野
〜
天
龍
村
お
き
よ
め
の
湯

間
）
の
拡
幅
改
良
整
備
促
進

〇
国
道
四
一
八
号
（
早
木
戸
〜

的
瀬
間
災
害
復
旧
）
福
島
ト

ン
ネ
ル
の
早
期
完
成

〇
国
道
四
一
八
号
足
瀬
地
籍
の

通
行
止
め
早
期
復
旧

○
◯主
飯
田
富
山
佐
久
間
線
平
岡

ダ
ム
〜
十
方
峡
橋
（
松
崎
）

の
拡
幅
改
良
整
備
の
早
期
着

工
○
◯主
飯
田
富
山
佐
久
間
線
　
宇

連
沢
〜
羽
衣
崎
の
改
良
整
備

促
進

○
◯主
飯
田
富
山
佐
久
間
線
　
満

月
屋
〜
早
木
戸
橋
の
改
良
整

備
促
進

○
◯主
飯
田
富
山
佐
久
間
線
　
沿

道
樹
木
伐
採
の
早
期
実
施

○
県
道
大
河
内
中
川
原
線
の
待

避
所
設
置
と
道
路
防
災
対
策

事
業
の
整
備
促
進

○
過
疎
代
行
事
業
に
よ
る
◯他
村

道
大
河
内
線
の
改
良
整
備
促
進

〇
早
木
戸
川（
的
瀬
〜
早
木
戸
）、

芝
沢
川
（
戸
口
）
の
砂
防
施

設
整
備
促
進

○
福
島
地
区
、
向
方
地
区
（
ス

ド
ウ
チ
地
籍
）
の
地
す
べ
り

対
策
の
促
進

　
長
野
県
建
設
部
か
ら
は
小
松

次
長
よ
り
、
国
土
強
靱
化
対
策

の
予
算
に
よ
る
事
業
着
手
が
進

ん
で
お
り
、
県
と
し
て
も
予
算

確
保
に
向
け
て
中
央
要
望
に
取

り
組
ん
で
い
く
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
関
東
地
方
整
備
局
の

藤
巻
局
長
か
ら
は
、「
リ
ニ
ア

効
果
の
た
め
に
も
環
状
線
と
な

る
国
道
四
一
八
号
整
備
の
必
要

性
を
実
感
し
た
の
で
、
財
政
的

に
も
場
合
に
よ
っ
て
は
技
術
的

に
も
支
援
し
て
い
き
た
い
」
な

ど
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

文化センター
　　なんでも館

初笑い

含め６名柳亭こみち三遊亭歌る多

令和6年１月14日（日）
　　午後1時30分より

天龍寄席実行委員会
☎32－3206

　
12
月
18
日
㈪
に
、
龍
泉
閣
前

で
年
末
の
交
通
安
全
運
動
に
お

け
る
交
通
指
導
所
を
開
設
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
阿
南
警
察
署
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
村
長
、
阿
南

交
通
安
全
協
会
天
龍
支
部
の
み

な
さ
ん
に
よ
り
、
安
全
運
転
の

呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
交
通
事
故
が
無
く
な

る
よ
う
、
安
全
運
転
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

年
末
の
交
通

　安
全
運
動
実
施

と　き

ところ

主　催

新春 天龍寄席
　

出　演

年末年始のご案内
12/28 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 1/4
（木） （金） （土） （日） （月） （火） （水） （木）

ふれあいステーション龍泉閣
【２階フロント、売店】

通常営業

13時
閉店

休　業

通常営業

【１階レストラン】 14時
閉店

【４階ラウンジ】 休　業

龍泉の湯
正午～18時
受付終了
19時閉館

休　業

天龍温泉おきよめの湯 通常営業 18時
閉館 休　業 通常営業

レストラン湯とり 冬季
営業 休　業 冬季営業

天龍村図書館
天龍村郷土美術館

通常
開館 休　館

村営バス（天候等により運休の場合
あり） 通常運行 午後

運休 運休 通常運行

広域バス平岡線（平岡⇔和田） 通常運行 運　休 通常
運行

乗合タクシー平岡線（平岡⇔和田） 通常運行 土　日
ダイヤ 運休 土日ダイヤ 通常

運行

天龍村国保診療所 通常
診察 休　診 休　日

当番医 休　診 通常
診察

稲葉クリーンセンター受け入れ ○ ○ × × × × × ○

阿南斎場の受け入れ × ○ ○ × × × × ○

【その他】可燃ゴミの収集は、向方・大河内地区は12月28日㈭まで収集を行い、年始は１月４日㈭から収集を行います。
それ以外の地区は、12月29日㈮まで収集を行い、年始は１月５日㈮から収集を行います。



（３）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）12月26日 広 報　天　　龍（10）令和５年（2023年）12月26日

　
令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）
４
月
１

日
か
ら
、
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人

に
対
し
、
そ
の
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら

３
年
以
内
に
相
続
登
記
の
申
請
を
す
る

こ
と
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　
相
続
登
記
に
関
し
て
ご
不
明
な
点
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
以
下
の
期
間
で
、

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所
に
よ
る
無
料

相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
期
　
間…

令
和
６
年
２
月
１
日
㈭
〜

２
月
29
日
㈭

◎
時
　
間…

朝
９
時
か
ら
夕
方
４
時
迄

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

◎
場
　
所…

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

（
ご
希
望
の
司
法
書
士
事
務
所
へ
直

接
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
連
絡
先
な
ど

ご
不
明
な
場
合
は
、
次
の
お
問
い
合

わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
）

◎
相
談
料…

無
料

◎
相
談
例…

Q
相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
る
と
ど

う
変
わ
る
の
？ 

Q
相
続
登
記
は
し
な
い
と
い
け
な
い

の
？

Q
遺
言
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先…

長
野
県
司
法
書
士
会
事
務
局

☎
０
２
６‒

２
３
２‒

７
４
９
２

相
続
登
記
は

　お
済
で
す
か
月
間

司
法
書
士
に
よ
る
相
続
登
記
無
料
相
談
月
間

足瀬トンネル完成見学会

　　天龍小学校
10

月
2

　　天龍中学校
10

水
4

　　昇龍まつり共催一般向け見学会
11

日
19

や
、
屋
外
に
む
き
出
し
の
水

道
管
は
、
保
温
材
や
ヒ
ー

タ
ー
で
保
護
す
る
こ
と
が
有

効
で
す
。
特
に
、
立
ち
上
が

り
部
分
は
地
中
の
20
㎝
ほ

ど
、
ま
た
蛇
口
部
分
も
保
護

す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

●
不
凍
栓
の
活
用
…
不
凍
栓
が

あ
る
場
合
は
、
寝
る
前
に
必

ず
バ
ル
ブ
を
閉
め
、
蛇
口
を

し
っ
か
り
開
い
て
水
抜
き
を

し
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
、
水
道
管
が
破
裂
し

漏
水
し
た
場
合
は
、
メ
ー
タ
ー

器
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ
を
閉

め
て
か
ら
、
水
道
工
事
業
者
へ

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

（
建
設
課 

環
境
水
道
係
）

　
外
気
温
が
マ
イ
ナ

ス
４
℃
以
下
に
な
っ

た
時
や
、
一
日
中
気

温
が
氷
点
下
の
真
冬
日
が
続
い

た
時
な
ど
に
、水
道
管
の
凍
結
・

破
裂
に
よ
る
水
漏
れ
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
、
凍
結
防
止
に
有
効
な
手
段

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
器
ボ
ッ

ク
ス
内
の
保
護
…
家
庭
の
水

道
メ
ー
タ
ー
器
ボ
ッ
ク
ス
内

凍
結
注
意
！

水
道
管
凍
結
事
故
に

　ご
注
意
く
だ
さ
い
！

除
雪
作
業
・

塩
カ
ル
に
つ
い
て

冬
本
番
！

●
冬
期
間
に
お
け
る
通
行
と

生
活
の
安
全
確
保
の
た
め
、

積
雪
10
㎝
を
目
安
に
早
朝

か
ら
除
雪
作
業
を
行
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

●
一
部
の
凍
結
危
険
箇
所
へ

塩
カ
ル
・
滑
り
止
め
の
砂

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
い
た
だ
き
、
残
量

不
足
な
ど
お
気
づ
き
の
方

は
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
近
年
、
資
材
の
高
騰
に
よ

り
塩
カ
ル
の
価
格
も
値
上

が
り
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
必
要
最
小
限
の
使

用
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
建
設
課
・
地
域
振
興
課
）

○総合体育施設完成

○３年ぶりに海外研修事業実施　天龍中学校全校生徒と高校１年生がグアムへ

○ゴールデンウィーク前に福島トンネル供用開始

○村議会議長・副議長の改選と各常任委員の選任　議長に後藤知久氏、副議長に大平正長氏が
就任

○新型コロナウイルス５類移行に伴い、おきよめの湯への入込客数が戻る

○新型コロナウイルス感染症拡大と原油価格高騰の影響を受ける住民生活支援のため、生活支
援商品券を配布

○６月１日～３日にかけての梅雨前線による大雨及び台風２号災により、村内各地に甚大な被
害が発生

○村民運動会を６月に変更開催

○向方村営住宅１号完成

○６年ぶりに盆野球大会を開催

○長野県消防防災航空隊・消防署・消防団連携訓練を実施

○最高気温35℃以上の猛暑日を役場で12日、中井侍で25日記録

○在日中国人殉難烈士慰霊法要を開催

○長野県知事との県民対話集会が行われる

○天龍小・中学生も熱演した迫力の合唱劇「カネト」公演（昇龍まつり）

○天龍村郷土美術館オープン

今年のおもな
できごとです。

令和５年（2023年） 村のおもなできごと



令和５年度　税に関する ｢ポスター｣ 受賞者

賞　名
学校名 学年 氏　名

表　彰　状　記　載　名

 天龍村租税教育推進協議会長賞 天龍小 ６年 宮澤 優心（みやざわ こころ）

　　 天龍村租税教育推進協議会長　永嶺 誠一 税金は安心安全 守るカギ

 飯田税務署長賞 天龍小 ６年 藤澤 陽菜乃（ふじさわ ひなの）

　　 飯田税務署長　　　　　　　　淺井 伸紀 税金で守ろうこの村 その笑顔

 天龍村租税教育推進協議会特別賞 天龍小 ６年 成瀬 心夏（なるせ こなつ）

　　 天龍村租税教育推進協議会長　永嶺 誠一 納めよう未来の架け橋 つくる税

 天龍村租税教育推進協議会特別賞 天龍小 ６年 熊谷 一輝（くまがい いっき）

　　 天龍村租税教育推進協議会長　永嶺 誠一 税金でつなげていこう 笑顔の輪

令和５年度　税に関する ｢作文｣ 受賞者

賞　名
学校名 学年 氏　名

表　彰　状　記　載　名

天龍村租税教育推進協議会長賞 どんぐり向方中 ３年 杵渕 拓生（きねぶち たくお）

　天龍村租税教育推進協議会長　　　　　永嶺　誠一 税金は次の世代に「繋いでいく」もの

天龍村租税教育推進協議会飯田税務署長賞 天龍中 ２年 藤澤 幸音（ふじさわ ゆきの）

　飯田税務署長　　　　　　　　　　　　淺井　伸紀 税の種類

南信県税事務所長賞 どんぐり向方中 ３年 廣畑 桃佳（ひろはた ももか）

　南信県税事務所長　　　　　　　　　　高橋　佳幸 増税される今後の日本

飯田地区納税貯蓄組合連合会特別賞 どんぐり向方中 １年 谷山 りた（たにやま りた）

　飯田地区納税貯蓄組合連合会長　　　　大田中　峰雄 税金のおかげで…

天龍村青色申告会長賞 どんぐり向方中 ３年 白井 斗翔（しらい とわ）

　天龍村青色申告会長　　　　　　　　　松下　清治 もし、税金がなかったら

㈳飯田法人会天龍支部長賞 天龍中 ２年 宮下 佳穂（みやした かほ）

　㈳飯田法人会天龍支部長　　　　　　　熊谷　秀文 日本の税の歴史

天龍村租税教育推進協議会関東信越税理士会飯田支部長賞 天龍中 ２年 遠山 蔵之助（とおやま くらのすけ）

　関東信越税理士会飯田支部長　　　　　伊藤　日出男 私たちができる税金活動

飯田信用金庫天龍支店長賞 どんぐり向方中 ３年 松本 豊（まつもと ゆたか）

　飯田信用金庫天龍支店長　　　　　　　山田　幸生 税金に感謝

みなみ信州農業協同組合南信濃支所長賞 どんぐり向方中 １年 黒田 光志郎（くろだ こうしろう）

　みなみ信州農業協同組合南信濃支所長　原　幸雄 税金について思うこと

平岡郵便局長賞 どんぐり向方中 ２年 菱沼 一誠（ひしぬま いっせい）

　平岡郵便局長　　　　　　　　　　　　松岡　秀樹 税の大切さ

飯田間税会長賞 どんぐり向方中 ３年 湯浅 直大（ゆあさ なおひろ）

　飯田間税会長　　　　　　　　　　　　吉沢　賢治 税金の大切さ

（９）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）12月26日 広 報　天　　龍（４）令和５年（2023年）12月26日

天龍村租税教育推進協議会では、租税教育の一環
として次の世代を担う子ども達に税について関心を
持ってもらい税の大切さを知ってもらうため、毎年、
小中学生を対象として｢税に関するポスター・作文｣
の募集を行っています。
本年度は、小学生４名、中学生11名から、ポスタ

ーと作文の応募をいただき、11月１日㈬に天龍村老
人福祉センターで表彰授与式が行われました。各賞
を受賞されたみなさんおめでとうございます。 受賞者のみなさん

天龍村租税教育推進協議会

令和5年度 税に関するポスター･作文の受賞者

ま
す
。応

募
書
類
の
提
出
先

地
域
振
興
課
移
住
定
住
推
進
係

参
　
　
考

◎
直
近
の
採
択
事
業

・
て
い
ざ
な
す
Ｐ
Ｒ
事
業
（
令

和
５
年
度
）

・
親
子
キ
ャ
ン
プ
体
験
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
（
令
和
４
年
度
）

※

村
が
支
援
す
る
類
似
の
支
援

金（
い
き
い
き
活
動
支
援
金
）

は
、
元
気
づ
く
り
支
援
金
の

募
集
終
了
後
に
募
集
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
事
業

を
予
定
し
て
い
る
方
は
優
先

し
て
元
気
づ
く
り
支
援
金
の

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

本
事
業
を
検
討
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
役
場
地
域
振
興
課
移

住
定
住
推
進
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
32-

１
０
２
３

　
12
月
６
日
㈬
に
天
龍
小
学
校

で
「
お
や
す
・
し
め
縄
、
餅
つ

き
大
会
」
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん

や
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
指
導

の
下
、
正
月
を
迎
え
る
た
め
の

し
き
た
り
や
、
な
ら
わ
し
の
体

験
を
通
し
て
伝
統
行
事
の
良
さ

を
子
ど
も
た
ち
が
知
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
11
月
５
日
㈰
に
第
24
回
天
龍

村
長
杯
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が

ニ
セ
ン
ジ
パ
タ
ー
＆
ゴ
ル
フ
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
優
勝
者
は
南
中
区
の

熊
谷
周
文
さ
ん
で
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
12
月
か
ら
当
該
ゴ
ル

フ
場
は
冬
季
休
業
と
な
り
ま
す

の
で
、
来
春
に
ぜ
ひ
お
誘
い
あ

わ
せ
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
12
月
３
日
㈰
に
長
野
市
で
行

わ
れ
た
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
Ｎ

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
最
終
審
査
会
に
天

龍
村
も
参
加
し
、
演
技
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
Ｃ
Ｍ
作
品
は
長
野

朝
日
放
送
の
番
組
内
に
て
年
間

20
回
放
送
さ
れ
ま
す
。

　
受
賞
の
決
め
手
と
な
っ
た
の

は
、「
頑
張
る
子
ど
も
を
応
援

す
る
村
民
の
姿
と
、
最
終
審
査

会
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
頑

張
る
大
人
を
応
援
す
る
子
ど
も

た
ち
を
演
じ
た
姿
が
、
天
龍
村

で
受
け
継
が
れ
て
い
る
『
生
き

る
力
』
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い

た
」
と
評
価
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　
今
回
も
多
く
の
み
な
さ
ん
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
終
審
査
会
の
模
様
は
、
令

和
６
年
１
月
３
日
㈬
午
後
４
時

か
ら
長
野
朝
日
放
送
に
て
放
送

さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金

事
業
は
、
市
町
村
や
公
共
的
活

動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体

が
実
施
す
る
「
地
域
の
元
気
を

生
み
出
す
、
モ
デ
ル
的
で
発
展

性
の
あ
る
事
業
」
に
対
し
助
成

す
る
制
度
で
す
。

募
集
期
間

令
和
６
年
１
月
４
日
㈭
〜
25
日

㈭

※

県
へ
の
提
出
期
限
と
異
な
り

　
は
じ
め
に
「
お
や
す
」・「
し

め
縄
」
作
り
を
行
い
、
そ
の
後
、

小
学
校
５
・
６
年
生
が
育
て
収

穫
し
た
も
ち
米
を
使
い
「
餅
つ

き
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
で
き
た
お
餅
は
、
そ
の
後
の

給
食
で
お
雑
煮
と
、
き
な
こ
餅

と
し
て
振
舞
わ
れ
、
当
日
参
加

い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
味
わ
い
ま
し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

森
林
レ
ボ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た

お
や
す・し
め
縄
、

　
　
　
　
餅
つ
き
大
会

第
24
回 

パ
タ
ー

　
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
！

令
和
６
年
度

地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金

の
事
業
を
募
集
し
ま
す

「
演
技
賞
」
受
賞

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞

　
　
　
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

最終審査会の様子

　
10
月
17
日
㈫
に
森
林
レ
ボ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
天
龍
中
学
校

の
生
徒
が
、
木
や
そ
の
枝
葉
、

そ
の
加
工
品
な
ど
を
通
じ
て
、

木
や
森
林
の
こ
と
に
つ
い
て
楽

し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
講
師
の
方
か
ら
林

業
に
関
す
る
話
を
お
聞
き
し
た

後
、
村
有
林
か
ら
切
り
出
さ
れ

た
ヒ
ノ
キ
の
丸
太
の
皮
む
き
と

製
材
機
を
活
用
し
た
製
材
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

　
製
材
し
た
板
材
に
つ
い
て
は

今
後
授
業
で
活
用
し
板
材
か
ら

製
品
へ
加
工
す
る
予
定
で
す
。

　
今
後
も
天
龍
村
の
子
ど
も
た

ち
が
、
森
林
な
ど
の
こ
と
に
つ

い
て
学
ぶ
た
め
の
木
育
活
動
を

おやす作りの様子美味しいお餅になぁ～れ!!

製材体験の様子



（５）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）12月26日 広 報　天　　龍（８）令和５年（2023年）12月26日

『
書
か
な
い
窓
口
』

運 

用 

開 

始

　
天
龍
村
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
に
欠
員
が
生
じ
た
た
め
、
補

充
員
の
中
か
ら
、
令
和
５
年
10

月
27
日
付
け
で
瀧
澤
秀
年
氏

（
東
原
Ｂ
区
）
を
委
員
に
補
欠

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
現
在
の
当
委
員
会
委

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
長
　
小
林
　

公
人
（
鶯
　
巣
）

職
務
代
理
者

　
橋
爪
　
　

誠
（
向
　
方
）

委
　
員
　
大
平
　

久
人
（
長
　
野
）

委
　
員
　
瀧
澤
　

秀
年
（
東
原
Ｂ
）

※

任
期
は
令
和
８
年
11
月
24
日

ま
で
で
す
。

選
挙
管
理
委
員
の

　
　
　補
欠
に
つ
い
て

選
挙
管
理
委
員
の

　
　
　補
欠
に
つ
い
て

◯
所
得
、
課
税
証
明
書
な
ど

◯
ク
ォ
ッ
シ
ー（
タ
ク
シ
ー
券
）

◯
上
下
水
道
　
休
止
、
変
更
届

◯
葬
祭
費
支
給
申
請

※
身
分
証
明
証
を
お
持
ち
で
な

い
方
や
お
忘
れ
の
場
合
は
氏

名
な
ど
を
ご
記
入
い
た
だ
く

従
来
の
申
請
手
続
き
で
窓
口

対
応
と
な
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
な
い
方
は
カ
ー
ド
の

作
成
支
援
も
引
き
続
き
行
い
ま

す
の
で
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
税
務
課
住
民
窓
口
係

☎
０
２
６
０-
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情報読み込みはこちらのみ（内部情報は影響ありません）

　
役
場
窓
口
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
図
る
た
め
、
戸
籍
や
住
民
票

な
ど
の
手
続
き
時
に
身
分
証
明

証
提
示
で
住
所
や
氏
名
な
ど
の

記
入
を
簡
略
化
す
る
『
書
か
な

い
窓
口
』
を
令
和
６
年
１
月
よ

り
開
始
し
ま
す
。

窓
口
の
流
れ

　
ご
希
望
さ
れ
る
手
続
き
を
確

認
し
、
身
分
証
明
証
の
提
示
を

お
願
い
し
ま
す
。
機
械
で
身
分

証
明
証
か
ら
氏
名
な
ど
の
情
報

を
読
み
込
み
、
必
要
な
申
請
書

類
の
作
成
を
支
援
し
ま
す
。

ご
用
意
し
て
い
た
だ
く

身
分
証
明
証
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
運
転

免
許
証
と
な
り
ま
す
。

（
保
険
証
な
ど
は
対
象
外
で
す
）

　
身
分
証
明
証
の
氏
名
や
住
所

の
情
報
を
読
み
込
ん
で
申
請
書

に
転
記
す
る
形
と
な
り
ま
す
が
、

内
部
の
情
報
へ
は
干
渉
し
ま
せ

ん
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

対
象
業
務

◯
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録

証
明
書
な
ど
の
交
付
申
請

◯
住
民
異
動
届

　
国
税
に
関
す
る
電
話
相
談
に

つ
い
て
、
令
和
５
年
11
月
１
日

㈬
か
ら
、
全
国
共
通
の
電
話
番

号
で
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
に
直

接
つ
な
が
る
「
国
税
相
談
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
」が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
電
話
相
談
セ

ン
タ
ー
に
つ
な
が
る
ま
で
の
時

間
が
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
や
タ
ッ
ク
ス

ア
ン
サ
ー
で
解
決
し
な
い
ご
質

問
は
、公
税
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
電

話
相
談
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
５
７
０‒

00‒

５
９
０
１
　

　（
全
国
一
律
料
金
）

◯
受
付
時
間
　
平
日
８
時
30
分

〜
17
時
00
分
ま
で
（
土
日
祝

日
及
び
12
月
29
日
〜
１
月
３

日
を
除
く
）

　
音
声
案
内
に
従
い
、
相
談
す

る
内
容
の
番
号
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

「
１
」
所
得
税

「
２
」
源
泉
徴
収
、
年
末
調
整
、

支
払
調
書

「
３
」
譲
渡
所
得
、
相
続
税
、

贈
与
税
、
財
産
評
価

「
４
」
法
人
税

「
５
」
消
費
税
、
印
紙
税

「
６
」
そ
の
他

※

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
所
轄
の

税
務
署
へ
の
ご
相
談
を
お
願
い
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

税
務
署
、
業
務
セ
ン
タ
ー
室
か
ら

の
お
尋
ね
に
関
す
る
ご
質
問
に
つ

い
て
は
、
所
轄
の
税
務
署
、
業
務

セ
ン
タ
ー
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
に
つ
な
が
ら
な
い

場
合
は
、
所
轄
の
税
務
署
に
電
話

し
て
音
声
案
内
「
１
」
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
（「
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。）

お
問
い
合
わ
せ
先

飯
田
税
務
署
（
飯
田
市
高
羽
町

６-

１-
５
　
飯
田
高
羽
合
同
庁

舎
内
）☎（
代
表
）
０
２
６
５-

22-

１
１
６
５

国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
の
導
入
に
つ
い
て

税
務
署
か
ら

の
お
知
ら
せ

●
所
在
地

　〒
３
９
６-

０
０
１
４

　
伊
那
市
狐
島
４
１
７
６
番
地

●
募
集
人
員
　
40
名

●
修
学
年
限
　
２
ヶ
年

●
願
書
受
付

　
令
和
６
年
１
月
９
日
㈫

　
〜
１
月
31
日
㈬

●
受
験
料
　
１
万
円

●
入
学
試
験
日

　
令
和
６
年
２
月
17
日
㈯

●
試
験
科
目
　

国
語
・
数
学
・
選
考
後
面
接

●
資
料
請
求
方
法

　
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、
94

円
切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封

筒
（
長
形
３
号
）
を
同
封
の
う
え
、

「
募
集
要
項
希
望
」
と
明
記
し

て
郵
便
に
て
請
求
し
て
い
た
だ

く
か
、
直
接
学
院
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

上
伊
那
医
師
会
附
属
准
看
護

学
院

☎
０
２
６
５-

７２-

２
８
５
６

生
徒
募
集
に
つ
い
て

上
伊
那
医
師
会
附
属
准
看
護
学
院

天龍村定住促進事業による通勤助成金の申請を開始します。
下記に該当する方は通勤助成金の支給対象となりますので、役場へ申請書を提出してください。

該　当　要　件
①～③のすべてを満たすことが条件です。
①１月１日の申請基準日において天龍村に居住及び住所を有し、かつ永住の意思がある方
②16歳以上で村外に勤務されている方（年齢の上限はありません）
③通勤日数が月15日以上の方（月15日未満は支給対象外です）

助　成　内　容　
・2023年１月～12月までの間の勤務実績に応じて、通勤距離１kmあたり10円（月最大10,000円）で算出し、
次の表に基づき年齢要件を適用した額を助成します。消防団員の方は助成総額に10％を加算した額を支給
します。

・助成の内容については、総額の２/３は現金で支給し、１/３は翌年度村内のガソリンスタンド（以下SS）
で使えるクーポン券を支給します。クーポン券端数分は切り捨て、現金で支給します。

※村内SSクーポン券で利用できるものの例：給油、灯油配達、タイヤ、オイル交換、洗車
※SS発行の専用カードへの入金など、換金性が高いものには使用できません。

提　出　書　類
①住民票の写し（令和６年１月4日以降に発行のもの）
②申請書および誓約書（役場、南支所、村のホームページからダウンロード）

（　行政情報　→　くらしと手続き　→　申請書　→　申請書ダウンロード　→　定住促進　）
※会社などへの就業証明は、就業先に申請書内にある該当箇所への記入押印を依頼してください。

受付期間・受付場所
役場（地域振興課）または南支所へ令和６年（2024年）１月４日㈭～ 31日㈬までに提出ください。

▼　　　▼　　　▼　　　▼　　　▼
　ご不明な点がございましたら、役場地域振興課移住定住推進係へお問い合わせください。　☎32－1023

通勤助成金の受付を開始します

（例）助成額が80,000円の場合

【現金支給分】
80,000円－26,000円（クーポン券）＝　54,000円
●54,000円を年度末に現金振り込みで支給

※以上の54,000円には、クーポン券端数分の666円が含まれています。

【クーポン券支給分】
80,000円×１／３＝26,666円→　26,000円
●翌年度村内SSで使えるクーポン券として交付
（1,000円券×26枚）

年齢要件

１kmあたり10円で算出された金額のうち、

16歳～40歳はその額の10/10：例）算出額120,000円の場合　⇒　補助額　120,000円

（うち現金80,000円、クーポン40,000円分）

　41歳～50歳は２/３　　：　　　　　　　〃　　　　　　⇒　補助額　80,000円

（うち現金54,000円、クーポン26,000円分）

　51歳以上は１/３　　　：　　　　　　　〃　　　　　　⇒　補助額　40,000円

（うち現金27,000円、クーポン13,000円分）
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天
龍
村
郷
土
美
術
館
本
オ
ー
プ
ン

令和６年度の天龍小中学校併設校開設に向け、現在天龍小学校の増改築工事を進めています。
今回はその内容と現在の状況をお知らせします。

小学校の夏休み期間中に、職員室、校長室、玄関、トイレなどの増改築工事が終了し、夏休み
明けの２学期より使用しています。また、令和５年12月に校舎前の外構、校庭への遊具設置が完
了しました。
今後は、増築部分の技術科棟、多目的棟（家庭科室、美術・図工室）などを整備し、学校校舎
と総合体育施設の接続と、総合体育施設駐車場の舗装を行います。

●校舎１階部分：校長室、職員室、保健室、放送室、給食室、理科室、技術室、美術・図工室、
ランチルーム、家庭科室
●校舎２階部分：小学生フロア（１～６年生教室）、図書室
●校舎３階部分：中学生フロア（１～３年生教室）、音楽室、生徒会室、コンピューター室、生
徒指導室・相談室、多目的室
●水泳学習は、安全面、経費面、管理に係る学校負担の面から総合
的に判断し、南信濃Ｂ＆Ｇプールを使用して授業を行います。
また、併せて、環境省の二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助
金を活用し、総合体育施設の屋根に太陽光パネルを設置し、災害
等緊急時（停電時）でも体育館と学校の一部で太陽光による自家
発電で電気を供給できる設備の整備工事も現在行われています。

ク
の
着
用
、
部
屋
の
換
気
、
人

混
み
を
避
け
る
な
ど
。
特
に
冬

は
換
気
が
不
十
分
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
空
気

が
乾
燥
す
る
と
気
道
粘
膜
が
傷

つ
き
感
染
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

部
屋
の
湿
度
を
50
〜
60
％
に
保

ち
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

②
普
段
の
健
康
管
理
で
体
力
と

抵
抗
力
を
高
め
て
お
く
こ
と
も

有
効
で
す
。
ま
た
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
同
様
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
も
重
要
で
す
。

予
防
接
種
は
発
症
す
る
可
能
性

を
減
ら
し
、
発
症
し
て
も
重
い

症
状
に
な
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。

感
染
し
た
場
合

①
安
静
に
休
養
す
る

②
水
分
を
十
分
に
摂
る

③
発
熱
に
対
し
て
は
、脇
の
下
・

足
の
付
け
根
・
首
の
周
り
な
ど

太
い
血
管
の
あ
る
部
位
を
保
冷

剤
で
冷
や
す
の
が
お
勧
め
で
す
。

解
熱
剤
は
、
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ

ェ
ン
製
剤
（
代
表
的
な
も
の
と

し
て
カ
ロ
ナ
ー
ル
）
を
選
び
ま

す
。
合
併
症
の
誘
発
を
防
ぐ
た

め
医
師
の
処
方
薬
以
外
の
解
熱

剤
を
使
用
す
る
の
は
止
め
ま
し

ょ
う
。

④
高
熱
が
続
く
、
呼
吸
が
苦
し

い
、
意
識
が
お
か
し
い
な
ど
の

場
合
は
、
医
療
機
関
を
受
診
し

ま
す
。
受
診
前
に
電
話
で
症
状

を
伝
え
、
医
療
機
関
の
指
示
に

　
今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

２
年
ぶ
り
に
流
行
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
日
頃
行
っ
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
も
有
効
で
す

の
で
、
こ
こ
で
改
め
て
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
感
染
予
防
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状

　
38
度
以
上
の
発
熱
・
せ
き
・

の
ど
の
痛
み
・
悪
寒
・
倦
怠
感

と
関
節
の
痛
み
な
ど
、
全
身
に

現
れ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
症

状
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
似

て
い
ま
す
の
で
、
症
状
だ
け
で

は
鑑
別
が
難
し
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。感

　染
　経
　路

（
飛
沫
感
染
）
感
染
者
の
せ
き

や
く
し
ゃ
み
で
飛
ん
だ
し
ぶ
き

に
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ
、
そ
れ

を
別
の
人
が
口
や
鼻
か
ら
吸
い

込
み
感
染
す
る
こ
と
。

（
接
触
感
染
）
感
染
者
が
触
っ

た
ド
ア
ノ
ブ
や
ス
イ
ッ
チ
に
付

い
た
ウ
イ
ル
ス
を
別
の
人
が
触

り
、
そ
の
人
の
口
や
鼻
か
ら
感

染
す
る
こ
と
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
な
い
た
め
に

①
感
染
経
路
を
断
つ

　
こ
ま
め
な
手
洗
い
、
ア
ル
コ

ー
ル
に
よ
る
手
指
消
毒
、
マ
ス

従
っ
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
か
ど
う
か
は
、
発
症
後

12
〜
24
時
間
程
経
っ
て
か
ら
正

確
に
検
査
で
き
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
慌
て
て
受
診
せ
ず
、

ま
ず
は
休
養
し
て
様
子
を
見
ま
す
。

⑤
治
療
に
は
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬

を
服
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

医
師
の
処
方
に
よ
り
、
発
症
か

ら
48
時
間
以
内
に
使
用
を
開
始

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

発
症
し
た
後

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
症
前

日
か
ら
発
症
後
３
〜
７
日
間
は
、

の
ど
や
鼻
水
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が

出
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
他

の
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
も
、

せ
き
や
く
し
ゃ
み
の
出
る
間
は

マ
ス
ク
を
着
用
し
周
囲
へ
配
慮

し
ま
し
ょ
う
。
な
お
学
校
保
健

法
で
は
「
発
症
後
５
日
・
解
熱

後
２
日
を
経
過
す
る
ま
で
」
を

出
席
停
止
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
を
お
世
話
す
る
ご
家

族
も
体
調
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
コ
ロ
ナ

も
基
本
的
な
感
染
対
策
で
予
防

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
か

か
っ
て
し
ま
っ
た
時
に
は
冷
静

に
、
ゆ
っ
く
り
と
休
養
し
て
く

だ
さ
い
。

　
お
困
り
の
こ
と
ご
心
配
な
こ

と
は
、
天
龍
村
役
場
保
健
師
ま

た
は
、
天
龍
村
国
保
診
療
所
ま

で
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

『
冬
季
の
感
染
症
に
つ
い
て
』

　
広
報
天
龍
第
２
１
４
号
（
７

月
号
）
で
公
表
後
、
11
月
30
日

現
在
で
次
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
ご

希
望
の
方
の
み
、
氏
名
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
村
野
美
和
子
様
●
門
屋
博
史
様

●
中
尾
善
仁
様
●
西
浦
健
次
様

●
山
岡
愛
子
様
●
中
村
達
朗
様

●
松
野
久
美
様
●
大
関
健
治
様

●
中
台
元
気
様
●
内
田
大
心
様

●
黒
田
直
人
様
●
小
野
彩
子
様

●
宇
土
晃
央
様
●
田
中
晃
一
様

●
松
田
直
樹
様
●
木
下
哲
也
様

●
木
戸
万
有
美
様
●
辻
橋
翔
平
様

●
中
島
茂
雄
様
●
水
野
雄
介
様

●
津
村
輝
太
朗
様
●
山
本
智
紀
様

●
吉
原
典
子
様
●
市
村
智
之
様

●
戸
嵜
賢
太
様
●
東
口
雄
三
様

●
西
村
信
太
郎
様
●
大
森
明
美
様

●
久
下
鉄
也
様
●
堀
岡
伸
康
様

●
中
島
寅
一
様
●
肥
田
磨
美
様

●
前
畑
竜
司
様
●
神
田
大
揮
様

●
小
澤
淳
代
様
●
原
田
直
和
様

●
福
田
佳
子
様
●
森
正
広
和
様

●
上
西
真
佑
様
●
内
山
金
実
様

●
春
日
邦
義
様
●
武
本
久
美
子
様

●
島
田
憲
昌
様
●
王
彦
博
様

●
湯
原
奈
津
紀
様
●
古
橋
清
様

●
丸
山
朋
也
様
●
宮
下
玄
覇
様

●
塩
見
亮
介
様
●
和
地
一
郎
様

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
佐
藤
国
司
様
●
星
川
玲
央
様

●
小
川
敦
史
様
●
小
暮
一
也
様

●
松
澤
一
馬
様
●
安
達
洋
様

●
松
本
祐
樹
様
●
小
林
孝
行
様

●
礒
貝
俊
太
郎
様
●
寺
岡
葵
様

●
野
崎
美
由
紀
様
●
岩
田
啓
志
様

●
長
谷
川
一
馬
様
●
長
澤
渉
様

●
安
藤
胤
裕
様
●
後
藤
勝
基
様

●
岸
克
己
様
●
市
川
弘
様

●
畠
山
尚
志
様
●
岩
田
直
樹
様

●
近
藤
恭
弘
様
●
鹿
野
ゆ
か
り
様

●
畑
中
福
太
郞
様
●
門
田
葉
月
様

●
樫
原
裕
巳
様
●
小
川
明
秀
様

●
大
槻
隆
之
様
●
佐
藤
昌
彦
様

●
今
西
和
衛
様
●
滝
沢
英
夫
様

●
永
野
圭
祐
様
●
野
口
一
郎
様

●
中
本
博
幸
様
●
長
江
浩
子
様

●
小
松
剛
弘
様
●
萩
原
涼
様

●
伊
集
院
琢
磨
様
●
神
白
憲
之
様

　
今
回
は
６
１
９
名
の
方
か
ら

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金

は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

な
ど
か
ら
も
お
申
込
み
が
で

き
ま
す
。
決
済
方
法
は
金
融
機

関
か
ら
の
振
込
み
の
ほ
か
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
役
場
窓

口
で
も
承
り
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

http://w
w
w
.furusato-tax.jp/

　
12
月
１
日
㈮
文
化
セ
ン
タ
ー

な
ん
で
も
館
２
階
の
天
龍
村
郷

土
美
術
館
が
本
オ
ー
プ
ン
と
な

り
ま
し
た
。

　
天
龍
村
郷
土
美
術
館
は
、
か

つ
て
本
村
に
開
設
さ
れ
た
「
天

龍
美
術
館
」
の
理
念
や
精
神
を

継
承
し
て
い
ま
す
。

　「
天
龍
美
術
館
」
は
、
大
正

末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け

て
、
天
竜
川
通
運
が
盛
ん
で
あ

っ
た
本
村
に
ダ
ム
建
設
と
鉄
道

敷
設
が
計
画
さ
れ
た
こ
と
を
機

に
構
想
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、

昭
和
７
年
に
熊
谷
敬
一
を
は
じ

め
、
遠
山
林
景
、
宮
澤
秀
一
な

ど
の
尽
力
の
も
と
、
旧
平
岡
村

役
場
の
２
階
に
開
設
さ
れ
ま
し

た
が
、
戦
争
や
恐
慌
の
た
め
に

長
く
は
続
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
度
、
開
設
さ
れ
た
「
天

龍
村
郷
土
美
術
館
」
に
は
、
荒

木
十
畝
、
池
上
秀
畝
、
五
島
耕

畝
な
ど
、「
天
龍
美
術
館
」
に

深
く
か
か
わ
る
作
家
の
作
品
も

展
示
し
て
い
ま
す
。
是
非
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

開
　

館
　

時
　

間

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

休
　
館
　
日

　
毎
週
月
曜
日
、
祝
日
、
毎
月

末
日
、
年
末
年
始
（
12
月
29
日

か
ら
１
月
４
日
）、
特
別
整
理

日

入
　
館
　
料

◯
天
龍
村
居
住
者
：
無
料

◯
大
人
（
高
校
生
以
上
）

…

２
０
０
円

◯
子
供
（
中
学
生
以
下
）

…

１
０
０
円

お
問
い
合
わ
せ
先

　
天
龍
村
教
育
委
員
会

☎
０
２
６
０-

32-

３
２
０
６

工　事　名：令和５年度　天龍村小中併設校整備工事（二期工事）
請　負　者：神稲建設㈱
工　　期：令和５年５月１日㈪～令和６年２月29日㈭
契　約　額：608,300,000円
設計監理：㈱鈴木建築設計事務所

天龍村小中併設校増改築工事着々と進む

来年度からの併設校について

オープニングセレモニーの様子

新しい遊具で遊ぶ子どもたち



（７）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）12月26日 広 報　天　　龍（６）令和５年（2023年）12月26日

天
龍
村
郷
土
美
術
館
本
オ
ー
プ
ン

令和６年度の天龍小中学校併設校開設に向け、現在天龍小学校の増改築工事を進めています。
今回はその内容と現在の状況をお知らせします。

小学校の夏休み期間中に、職員室、校長室、玄関、トイレなどの増改築工事が終了し、夏休み
明けの２学期より使用しています。また、令和５年12月に校舎前の外構、校庭への遊具設置が完
了しました。
今後は、増築部分の技術科棟、多目的棟（家庭科室、美術・図工室）などを整備し、学校校舎
と総合体育施設の接続と、総合体育施設駐車場の舗装を行います。

●校舎１階部分：校長室、職員室、保健室、放送室、給食室、理科室、技術室、美術・図工室、
ランチルーム、家庭科室
●校舎２階部分：小学生フロア（１～６年生教室）、図書室
●校舎３階部分：中学生フロア（１～３年生教室）、音楽室、生徒会室、コンピューター室、生
徒指導室・相談室、多目的室
●水泳学習は、安全面、経費面、管理に係る学校負担の面から総合
的に判断し、南信濃Ｂ＆Ｇプールを使用して授業を行います。
また、併せて、環境省の二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助
金を活用し、総合体育施設の屋根に太陽光パネルを設置し、災害
等緊急時（停電時）でも体育館と学校の一部で太陽光による自家
発電で電気を供給できる設備の整備工事も現在行われています。

ク
の
着
用
、
部
屋
の
換
気
、
人

混
み
を
避
け
る
な
ど
。
特
に
冬

は
換
気
が
不
十
分
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
空
気

が
乾
燥
す
る
と
気
道
粘
膜
が
傷

つ
き
感
染
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

部
屋
の
湿
度
を
50
〜
60
％
に
保

ち
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

②
普
段
の
健
康
管
理
で
体
力
と

抵
抗
力
を
高
め
て
お
く
こ
と
も

有
効
で
す
。
ま
た
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
同
様
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
も
重
要
で
す
。

予
防
接
種
は
発
症
す
る
可
能
性

を
減
ら
し
、
発
症
し
て
も
重
い

症
状
に
な
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。

感
染
し
た
場
合

①
安
静
に
休
養
す
る

②
水
分
を
十
分
に
摂
る

③
発
熱
に
対
し
て
は
、脇
の
下
・

足
の
付
け
根
・
首
の
周
り
な
ど

太
い
血
管
の
あ
る
部
位
を
保
冷

剤
で
冷
や
す
の
が
お
勧
め
で
す
。

解
熱
剤
は
、
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ

ェ
ン
製
剤
（
代
表
的
な
も
の
と

し
て
カ
ロ
ナ
ー
ル
）
を
選
び
ま

す
。
合
併
症
の
誘
発
を
防
ぐ
た

め
医
師
の
処
方
薬
以
外
の
解
熱

剤
を
使
用
す
る
の
は
止
め
ま
し

ょ
う
。

④
高
熱
が
続
く
、
呼
吸
が
苦
し

い
、
意
識
が
お
か
し
い
な
ど
の

場
合
は
、
医
療
機
関
を
受
診
し

ま
す
。
受
診
前
に
電
話
で
症
状

を
伝
え
、
医
療
機
関
の
指
示
に

　
今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

２
年
ぶ
り
に
流
行
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
日
頃
行
っ
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
も
有
効
で
す

の
で
、
こ
こ
で
改
め
て
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
感
染
予
防
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状

　
38
度
以
上
の
発
熱
・
せ
き
・

の
ど
の
痛
み
・
悪
寒
・
倦
怠
感

と
関
節
の
痛
み
な
ど
、
全
身
に

現
れ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
症

状
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
似

て
い
ま
す
の
で
、
症
状
だ
け
で

は
鑑
別
が
難
し
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。感

　染
　経
　路

（
飛
沫
感
染
）
感
染
者
の
せ
き

や
く
し
ゃ
み
で
飛
ん
だ
し
ぶ
き

に
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ
、
そ
れ

を
別
の
人
が
口
や
鼻
か
ら
吸
い

込
み
感
染
す
る
こ
と
。

（
接
触
感
染
）
感
染
者
が
触
っ

た
ド
ア
ノ
ブ
や
ス
イ
ッ
チ
に
付

い
た
ウ
イ
ル
ス
を
別
の
人
が
触

り
、
そ
の
人
の
口
や
鼻
か
ら
感

染
す
る
こ
と
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
な
い
た
め
に

①
感
染
経
路
を
断
つ

　
こ
ま
め
な
手
洗
い
、
ア
ル
コ

ー
ル
に
よ
る
手
指
消
毒
、
マ
ス

従
っ
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
か
ど
う
か
は
、
発
症
後

12
〜
24
時
間
程
経
っ
て
か
ら
正

確
に
検
査
で
き
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
慌
て
て
受
診
せ
ず
、

ま
ず
は
休
養
し
て
様
子
を
見
ま
す
。

⑤
治
療
に
は
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬

を
服
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

医
師
の
処
方
に
よ
り
、
発
症
か

ら
48
時
間
以
内
に
使
用
を
開
始

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

発
症
し
た
後

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
症
前

日
か
ら
発
症
後
３
〜
７
日
間
は
、

の
ど
や
鼻
水
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が

出
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
他

の
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
も
、

せ
き
や
く
し
ゃ
み
の
出
る
間
は

マ
ス
ク
を
着
用
し
周
囲
へ
配
慮

し
ま
し
ょ
う
。
な
お
学
校
保
健

法
で
は
「
発
症
後
５
日
・
解
熱

後
２
日
を
経
過
す
る
ま
で
」
を

出
席
停
止
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
を
お
世
話
す
る
ご
家

族
も
体
調
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
コ
ロ
ナ

も
基
本
的
な
感
染
対
策
で
予
防

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
か

か
っ
て
し
ま
っ
た
時
に
は
冷
静

に
、
ゆ
っ
く
り
と
休
養
し
て
く

だ
さ
い
。

　
お
困
り
の
こ
と
ご
心
配
な
こ

と
は
、
天
龍
村
役
場
保
健
師
ま

た
は
、
天
龍
村
国
保
診
療
所
ま

で
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

『
冬
季
の
感
染
症
に
つ
い
て
』

　
広
報
天
龍
第
２
１
４
号
（
７

月
号
）
で
公
表
後
、
11
月
30
日

現
在
で
次
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
ご

希
望
の
方
の
み
、
氏
名
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
村
野
美
和
子
様
●
門
屋
博
史
様

●
中
尾
善
仁
様
●
西
浦
健
次
様

●
山
岡
愛
子
様
●
中
村
達
朗
様

●
松
野
久
美
様
●
大
関
健
治
様

●
中
台
元
気
様
●
内
田
大
心
様

●
黒
田
直
人
様
●
小
野
彩
子
様

●
宇
土
晃
央
様
●
田
中
晃
一
様

●
松
田
直
樹
様
●
木
下
哲
也
様

●
木
戸
万
有
美
様
●
辻
橋
翔
平
様

●
中
島
茂
雄
様
●
水
野
雄
介
様

●
津
村
輝
太
朗
様
●
山
本
智
紀
様

●
吉
原
典
子
様
●
市
村
智
之
様

●
戸
嵜
賢
太
様
●
東
口
雄
三
様

●
西
村
信
太
郎
様
●
大
森
明
美
様

●
久
下
鉄
也
様
●
堀
岡
伸
康
様

●
中
島
寅
一
様
●
肥
田
磨
美
様

●
前
畑
竜
司
様
●
神
田
大
揮
様

●
小
澤
淳
代
様
●
原
田
直
和
様

●
福
田
佳
子
様
●
森
正
広
和
様

●
上
西
真
佑
様
●
内
山
金
実
様

●
春
日
邦
義
様
●
武
本
久
美
子
様

●
島
田
憲
昌
様
●
王
彦
博
様

●
湯
原
奈
津
紀
様
●
古
橋
清
様

●
丸
山
朋
也
様
●
宮
下
玄
覇
様

●
塩
見
亮
介
様
●
和
地
一
郎
様

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
佐
藤
国
司
様
●
星
川
玲
央
様

●
小
川
敦
史
様
●
小
暮
一
也
様

●
松
澤
一
馬
様
●
安
達
洋
様

●
松
本
祐
樹
様
●
小
林
孝
行
様

●
礒
貝
俊
太
郎
様
●
寺
岡
葵
様

●
野
崎
美
由
紀
様
●
岩
田
啓
志
様

●
長
谷
川
一
馬
様
●
長
澤
渉
様

●
安
藤
胤
裕
様
●
後
藤
勝
基
様

●
岸
克
己
様
●
市
川
弘
様

●
畠
山
尚
志
様
●
岩
田
直
樹
様

●
近
藤
恭
弘
様
●
鹿
野
ゆ
か
り
様

●
畑
中
福
太
郞
様
●
門
田
葉
月
様

●
樫
原
裕
巳
様
●
小
川
明
秀
様

●
大
槻
隆
之
様
●
佐
藤
昌
彦
様

●
今
西
和
衛
様
●
滝
沢
英
夫
様

●
永
野
圭
祐
様
●
野
口
一
郎
様

●
中
本
博
幸
様
●
長
江
浩
子
様

●
小
松
剛
弘
様
●
萩
原
涼
様

●
伊
集
院
琢
磨
様
●
神
白
憲
之
様

　
今
回
は
６
１
９
名
の
方
か
ら

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金

は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

な
ど
か
ら
も
お
申
込
み
が
で

き
ま
す
。
決
済
方
法
は
金
融
機

関
か
ら
の
振
込
み
の
ほ
か
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
役
場
窓

口
で
も
承
り
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

http://w
w
w
.furusato-tax.jp/

　
12
月
１
日
㈮
文
化
セ
ン
タ
ー

な
ん
で
も
館
２
階
の
天
龍
村
郷

土
美
術
館
が
本
オ
ー
プ
ン
と
な

り
ま
し
た
。

　
天
龍
村
郷
土
美
術
館
は
、
か

つ
て
本
村
に
開
設
さ
れ
た
「
天

龍
美
術
館
」
の
理
念
や
精
神
を

継
承
し
て
い
ま
す
。

　「
天
龍
美
術
館
」
は
、
大
正

末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け

て
、
天
竜
川
通
運
が
盛
ん
で
あ

っ
た
本
村
に
ダ
ム
建
設
と
鉄
道

敷
設
が
計
画
さ
れ
た
こ
と
を
機

に
構
想
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、

昭
和
７
年
に
熊
谷
敬
一
を
は
じ

め
、
遠
山
林
景
、
宮
澤
秀
一
な

ど
の
尽
力
の
も
と
、
旧
平
岡
村

役
場
の
２
階
に
開
設
さ
れ
ま
し

た
が
、
戦
争
や
恐
慌
の
た
め
に

長
く
は
続
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
度
、
開
設
さ
れ
た
「
天

龍
村
郷
土
美
術
館
」
に
は
、
荒

木
十
畝
、
池
上
秀
畝
、
五
島
耕

畝
な
ど
、「
天
龍
美
術
館
」
に

深
く
か
か
わ
る
作
家
の
作
品
も

展
示
し
て
い
ま
す
。
是
非
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

開
　

館
　

時
　

間

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

休
　
館
　
日

　
毎
週
月
曜
日
、
祝
日
、
毎
月

末
日
、
年
末
年
始
（
12
月
29
日

か
ら
１
月
４
日
）、
特
別
整
理

日

入
　
館
　
料

◯
天
龍
村
居
住
者
：
無
料

◯
大
人
（
高
校
生
以
上
）

…

２
０
０
円

◯
子
供
（
中
学
生
以
下
）

…

１
０
０
円

お
問
い
合
わ
せ
先

　
天
龍
村
教
育
委
員
会

☎
０
２
６
０-

32-

３
２
０
６

工　事　名：令和５年度　天龍村小中併設校整備工事（二期工事）
請　負　者：神稲建設㈱
工　　期：令和５年５月１日㈪～令和６年２月29日㈭
契　約　額：608,300,000円
設計監理：㈱鈴木建築設計事務所

天龍村小中併設校増改築工事着々と進む

来年度からの併設校について

オープニングセレモニーの様子

新しい遊具で遊ぶ子どもたち



（５）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）12月26日 広 報　天　　龍（８）令和５年（2023年）12月26日

『
書
か
な
い
窓
口
』

運 

用 

開 

始

　
天
龍
村
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
に
欠
員
が
生
じ
た
た
め
、
補

充
員
の
中
か
ら
、
令
和
５
年
10

月
27
日
付
け
で
瀧
澤
秀
年
氏

（
東
原
Ｂ
区
）
を
委
員
に
補
欠

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
現
在
の
当
委
員
会
委

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
長
　
小
林
　

公
人
（
鶯
　
巣
）

職
務
代
理
者

　
橋
爪
　
　

誠
（
向
　
方
）

委
　
員
　
大
平
　

久
人
（
長
　
野
）

委
　
員
　
瀧
澤
　

秀
年
（
東
原
Ｂ
）

※

任
期
は
令
和
８
年
11
月
24
日

ま
で
で
す
。

選
挙
管
理
委
員
の

　
　
　補
欠
に
つ
い
て

選
挙
管
理
委
員
の

　
　
　補
欠
に
つ
い
て

◯
所
得
、
課
税
証
明
書
な
ど

◯
ク
ォ
ッ
シ
ー（
タ
ク
シ
ー
券
）

◯
上
下
水
道
　
休
止
、
変
更
届

◯
葬
祭
費
支
給
申
請

※
身
分
証
明
証
を
お
持
ち
で
な

い
方
や
お
忘
れ
の
場
合
は
氏

名
な
ど
を
ご
記
入
い
た
だ
く

従
来
の
申
請
手
続
き
で
窓
口

対
応
と
な
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
な
い
方
は
カ
ー
ド
の

作
成
支
援
も
引
き
続
き
行
い
ま

す
の
で
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
税
務
課
住
民
窓
口
係

☎
０
２
６
０-

32-

１
０
２
４

情報読み込みはこちらのみ（内部情報は影響ありません）

　
役
場
窓
口
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
図
る
た
め
、
戸
籍
や
住
民
票

な
ど
の
手
続
き
時
に
身
分
証
明

証
提
示
で
住
所
や
氏
名
な
ど
の

記
入
を
簡
略
化
す
る
『
書
か
な

い
窓
口
』
を
令
和
６
年
１
月
よ

り
開
始
し
ま
す
。

窓
口
の
流
れ

　
ご
希
望
さ
れ
る
手
続
き
を
確

認
し
、
身
分
証
明
証
の
提
示
を

お
願
い
し
ま
す
。
機
械
で
身
分

証
明
証
か
ら
氏
名
な
ど
の
情
報

を
読
み
込
み
、
必
要
な
申
請
書

類
の
作
成
を
支
援
し
ま
す
。

ご
用
意
し
て
い
た
だ
く

身
分
証
明
証
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
運
転

免
許
証
と
な
り
ま
す
。

（
保
険
証
な
ど
は
対
象
外
で
す
）

　
身
分
証
明
証
の
氏
名
や
住
所

の
情
報
を
読
み
込
ん
で
申
請
書

に
転
記
す
る
形
と
な
り
ま
す
が
、

内
部
の
情
報
へ
は
干
渉
し
ま
せ

ん
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

対
象
業
務

◯
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録

証
明
書
な
ど
の
交
付
申
請

◯
住
民
異
動
届

　
国
税
に
関
す
る
電
話
相
談
に

つ
い
て
、
令
和
５
年
11
月
１
日

㈬
か
ら
、
全
国
共
通
の
電
話
番

号
で
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
に
直

接
つ
な
が
る
「
国
税
相
談
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
」が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
電
話
相
談
セ

ン
タ
ー
に
つ
な
が
る
ま
で
の
時

間
が
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
や
タ
ッ
ク
ス

ア
ン
サ
ー
で
解
決
し
な
い
ご
質

問
は
、公
税
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
電

話
相
談
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
５
７
０‒

00‒

５
９
０
１
　

　（
全
国
一
律
料
金
）

◯
受
付
時
間
　
平
日
８
時
30
分

〜
17
時
00
分
ま
で
（
土
日
祝

日
及
び
12
月
29
日
〜
１
月
３

日
を
除
く
）

　
音
声
案
内
に
従
い
、
相
談
す

る
内
容
の
番
号
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

「
１
」
所
得
税

「
２
」
源
泉
徴
収
、
年
末
調
整
、

支
払
調
書

「
３
」
譲
渡
所
得
、
相
続
税
、

贈
与
税
、
財
産
評
価

「
４
」
法
人
税

「
５
」
消
費
税
、
印
紙
税

「
６
」
そ
の
他

※

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
所
轄
の

税
務
署
へ
の
ご
相
談
を
お
願
い
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

税
務
署
、
業
務
セ
ン
タ
ー
室
か
ら

の
お
尋
ね
に
関
す
る
ご
質
問
に
つ

い
て
は
、
所
轄
の
税
務
署
、
業
務

セ
ン
タ
ー
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
に
つ
な
が
ら
な
い

場
合
は
、
所
轄
の
税
務
署
に
電
話

し
て
音
声
案
内
「
１
」
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
（「
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。）

お
問
い
合
わ
せ
先

飯
田
税
務
署
（
飯
田
市
高
羽
町

６-

１-

５
　
飯
田
高
羽
合
同
庁

舎
内
）☎（
代
表
）
０
２
６
５-

22-

１
１
６
５

国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
の
導
入
に
つ
い
て

税
務
署
か
ら

の
お
知
ら
せ

●
所
在
地

　〒
３
９
６-
０
０
１
４

　
伊
那
市
狐
島
４
１
７
６
番
地

●
募
集
人
員
　
40
名

●
修
学
年
限
　
２
ヶ
年

●
願
書
受
付

　
令
和
６
年
１
月
９
日
㈫

　
〜
１
月
31
日
㈬

●
受
験
料
　
１
万
円

●
入
学
試
験
日

　
令
和
６
年
２
月
17
日
㈯

●
試
験
科
目
　

国
語
・
数
学
・
選
考
後
面
接

●
資
料
請
求
方
法

　
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、
94

円
切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封

筒
（
長
形
３
号
）
を
同
封
の
う
え
、

「
募
集
要
項
希
望
」
と
明
記
し

て
郵
便
に
て
請
求
し
て
い
た
だ

く
か
、
直
接
学
院
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

上
伊
那
医
師
会
附
属
准
看
護

学
院

☎
０
２
６
５-

７２-

２
８
５
６

生
徒
募
集
に
つ
い
て

上
伊
那
医
師
会
附
属
准
看
護
学
院

天龍村定住促進事業による通勤助成金の申請を開始します。
下記に該当する方は通勤助成金の支給対象となりますので、役場へ申請書を提出してください。

該　当　要　件
①～③のすべてを満たすことが条件です。
①１月１日の申請基準日において天龍村に居住及び住所を有し、かつ永住の意思がある方
②16歳以上で村外に勤務されている方（年齢の上限はありません）
③通勤日数が月15日以上の方（月15日未満は支給対象外です）

助　成　内　容　
・2023年１月～12月までの間の勤務実績に応じて、通勤距離１kmあたり10円（月最大10,000円）で算出し、
次の表に基づき年齢要件を適用した額を助成します。消防団員の方は助成総額に10％を加算した額を支給
します。

・助成の内容については、総額の２/３は現金で支給し、１/３は翌年度村内のガソリンスタンド（以下SS）
で使えるクーポン券を支給します。クーポン券端数分は切り捨て、現金で支給します。

※村内SSクーポン券で利用できるものの例：給油、灯油配達、タイヤ、オイル交換、洗車
※SS発行の専用カードへの入金など、換金性が高いものには使用できません。

提　出　書　類
①住民票の写し（令和６年１月4日以降に発行のもの）
②申請書および誓約書（役場、南支所、村のホームページからダウンロード）

（　行政情報　→　くらしと手続き　→　申請書　→　申請書ダウンロード　→　定住促進　）
※会社などへの就業証明は、就業先に申請書内にある該当箇所への記入押印を依頼してください。

受付期間・受付場所
役場（地域振興課）または南支所へ令和６年（2024年）１月４日㈭～ 31日㈬までに提出ください。

▼　　　▼　　　▼　　　▼　　　▼
　ご不明な点がございましたら、役場地域振興課移住定住推進係へお問い合わせください。　☎32－1023

通勤助成金の受付を開始します

（例）助成額が80,000円の場合

【現金支給分】
80,000円－26,000円（クーポン券）＝　54,000円
●54,000円を年度末に現金振り込みで支給

※以上の54,000円には、クーポン券端数分の666円が含まれています。

【クーポン券支給分】
80,000円×１／３＝26,666円→　26,000円
●翌年度村内SSで使えるクーポン券として交付
（1,000円券×26枚）

年齢要件

１kmあたり10円で算出された金額のうち、

16歳～40歳はその額の10/10：例）算出額120,000円の場合　⇒　補助額　120,000円

（うち現金80,000円、クーポン40,000円分）

　41歳～50歳は２/３　　：　　　　　　　〃　　　　　　⇒　補助額　80,000円

（うち現金54,000円、クーポン26,000円分）

　51歳以上は１/３　　　：　　　　　　　〃　　　　　　⇒　補助額　40,000円

（うち現金27,000円、クーポン13,000円分）



令和５年度　税に関する ｢ポスター｣ 受賞者

賞　名
学校名 学年 氏　名

表　彰　状　記　載　名

 天龍村租税教育推進協議会長賞 天龍小 ６年 宮澤 優心（みやざわ こころ）

　　 天龍村租税教育推進協議会長　永嶺 誠一 税金は安心安全 守るカギ

 飯田税務署長賞 天龍小 ６年 藤澤 陽菜乃（ふじさわ ひなの）

　　 飯田税務署長　　　　　　　　淺井 伸紀 税金で守ろうこの村 その笑顔

 天龍村租税教育推進協議会特別賞 天龍小 ６年 成瀬 心夏（なるせ こなつ）

　　 天龍村租税教育推進協議会長　永嶺 誠一 納めよう未来の架け橋 つくる税

 天龍村租税教育推進協議会特別賞 天龍小 ６年 熊谷 一輝（くまがい いっき）

　　 天龍村租税教育推進協議会長　永嶺 誠一 税金でつなげていこう 笑顔の輪

令和５年度　税に関する ｢作文｣ 受賞者

賞　名
学校名 学年 氏　名

表　彰　状　記　載　名

天龍村租税教育推進協議会長賞 どんぐり向方中 ３年 杵渕 拓生（きねぶち たくお）

　天龍村租税教育推進協議会長　　　　　永嶺　誠一 税金は次の世代に「繋いでいく」もの

天龍村租税教育推進協議会飯田税務署長賞 天龍中 ２年 藤澤 幸音（ふじさわ ゆきの）

　飯田税務署長　　　　　　　　　　　　淺井　伸紀 税の種類

南信県税事務所長賞 どんぐり向方中 ３年 廣畑 桃佳（ひろはた ももか）

　南信県税事務所長　　　　　　　　　　高橋　佳幸 増税される今後の日本

飯田地区納税貯蓄組合連合会特別賞 どんぐり向方中 １年 谷山 りた（たにやま りた）

　飯田地区納税貯蓄組合連合会長　　　　大田中　峰雄 税金のおかげで…

天龍村青色申告会長賞 どんぐり向方中 ３年 白井 斗翔（しらい とわ）

　天龍村青色申告会長　　　　　　　　　松下　清治 もし、税金がなかったら

㈳飯田法人会天龍支部長賞 天龍中 ２年 宮下 佳穂（みやした かほ）

　㈳飯田法人会天龍支部長　　　　　　　熊谷　秀文 日本の税の歴史

天龍村租税教育推進協議会関東信越税理士会飯田支部長賞 天龍中 ２年 遠山 蔵之助（とおやま くらのすけ）

　関東信越税理士会飯田支部長　　　　　伊藤　日出男 私たちができる税金活動

飯田信用金庫天龍支店長賞 どんぐり向方中 ３年 松本 豊（まつもと ゆたか）

　飯田信用金庫天龍支店長　　　　　　　山田　幸生 税金に感謝

みなみ信州農業協同組合南信濃支所長賞 どんぐり向方中 １年 黒田 光志郎（くろだ こうしろう）

　みなみ信州農業協同組合南信濃支所長　原　幸雄 税金について思うこと

平岡郵便局長賞 どんぐり向方中 ２年 菱沼 一誠（ひしぬま いっせい）

　平岡郵便局長　　　　　　　　　　　　松岡　秀樹 税の大切さ

飯田間税会長賞 どんぐり向方中 ３年 湯浅 直大（ゆあさ なおひろ）

　飯田間税会長　　　　　　　　　　　　吉沢　賢治 税金の大切さ

（９）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）12月26日 広 報　天　　龍（４）令和５年（2023年）12月26日

天龍村租税教育推進協議会では、租税教育の一環
として次の世代を担う子ども達に税について関心を
持ってもらい税の大切さを知ってもらうため、毎年、
小中学生を対象として｢税に関するポスター・作文｣
の募集を行っています。
本年度は、小学生４名、中学生11名から、ポスタ

ーと作文の応募をいただき、11月１日㈬に天龍村老
人福祉センターで表彰授与式が行われました。各賞
を受賞されたみなさんおめでとうございます。 受賞者のみなさん

天龍村租税教育推進協議会

令和5年度 税に関するポスター･作文の受賞者

ま
す
。応

募
書
類
の
提
出
先

地
域
振
興
課
移
住
定
住
推
進
係

参
　
　
考

◎
直
近
の
採
択
事
業

・
て
い
ざ
な
す
Ｐ
Ｒ
事
業
（
令

和
５
年
度
）

・
親
子
キ
ャ
ン
プ
体
験
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
（
令
和
４
年
度
）

※

村
が
支
援
す
る
類
似
の
支
援

金（
い
き
い
き
活
動
支
援
金
）

は
、
元
気
づ
く
り
支
援
金
の

募
集
終
了
後
に
募
集
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
事
業

を
予
定
し
て
い
る
方
は
優
先

し
て
元
気
づ
く
り
支
援
金
の

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

本
事
業
を
検
討
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
役
場
地
域
振
興
課
移

住
定
住
推
進
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
32-

１
０
２
３

　
12
月
６
日
㈬
に
天
龍
小
学
校

で
「
お
や
す
・
し
め
縄
、
餅
つ

き
大
会
」
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん

や
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
指
導

の
下
、
正
月
を
迎
え
る
た
め
の

し
き
た
り
や
、
な
ら
わ
し
の
体

験
を
通
し
て
伝
統
行
事
の
良
さ

を
子
ど
も
た
ち
が
知
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
11
月
５
日
㈰
に
第
24
回
天
龍

村
長
杯
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が

ニ
セ
ン
ジ
パ
タ
ー
＆
ゴ
ル
フ
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
優
勝
者
は
南
中
区
の

熊
谷
周
文
さ
ん
で
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
12
月
か
ら
当
該
ゴ
ル

フ
場
は
冬
季
休
業
と
な
り
ま
す

の
で
、
来
春
に
ぜ
ひ
お
誘
い
あ

わ
せ
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
12
月
３
日
㈰
に
長
野
市
で
行

わ
れ
た
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
Ｎ

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
最
終
審
査
会
に
天

龍
村
も
参
加
し
、
演
技
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
Ｃ
Ｍ
作
品
は
長
野

朝
日
放
送
の
番
組
内
に
て
年
間

20
回
放
送
さ
れ
ま
す
。

　
受
賞
の
決
め
手
と
な
っ
た
の

は
、「
頑
張
る
子
ど
も
を
応
援

す
る
村
民
の
姿
と
、
最
終
審
査

会
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
頑

張
る
大
人
を
応
援
す
る
子
ど
も

た
ち
を
演
じ
た
姿
が
、
天
龍
村

で
受
け
継
が
れ
て
い
る
『
生
き

る
力
』
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い

た
」
と
評
価
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　
今
回
も
多
く
の
み
な
さ
ん
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
終
審
査
会
の
模
様
は
、
令

和
６
年
１
月
３
日
㈬
午
後
４
時

か
ら
長
野
朝
日
放
送
に
て
放
送

さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金

事
業
は
、
市
町
村
や
公
共
的
活

動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体

が
実
施
す
る
「
地
域
の
元
気
を

生
み
出
す
、
モ
デ
ル
的
で
発
展

性
の
あ
る
事
業
」
に
対
し
助
成

す
る
制
度
で
す
。

募
集
期
間

令
和
６
年
１
月
４
日
㈭
〜
25
日

㈭

※

県
へ
の
提
出
期
限
と
異
な
り

　
は
じ
め
に
「
お
や
す
」・「
し

め
縄
」
作
り
を
行
い
、
そ
の
後
、

小
学
校
５
・
６
年
生
が
育
て
収

穫
し
た
も
ち
米
を
使
い
「
餅
つ

き
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
で
き
た
お
餅
は
、
そ
の
後
の

給
食
で
お
雑
煮
と
、
き
な
こ
餅

と
し
て
振
舞
わ
れ
、
当
日
参
加

い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
味
わ
い
ま
し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

森
林
レ
ボ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た

お
や
す・し
め
縄
、

　
　
　
　
餅
つ
き
大
会

第
24
回 

パ
タ
ー

　
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
！

令
和
６
年
度

地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金

の
事
業
を
募
集
し
ま
す

「
演
技
賞
」
受
賞

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞

　
　
　
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

最終審査会の様子

　
10
月
17
日
㈫
に
森
林
レ
ボ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
天
龍
中
学
校

の
生
徒
が
、
木
や
そ
の
枝
葉
、

そ
の
加
工
品
な
ど
を
通
じ
て
、

木
や
森
林
の
こ
と
に
つ
い
て
楽

し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
講
師
の
方
か
ら
林

業
に
関
す
る
話
を
お
聞
き
し
た

後
、
村
有
林
か
ら
切
り
出
さ
れ

た
ヒ
ノ
キ
の
丸
太
の
皮
む
き
と

製
材
機
を
活
用
し
た
製
材
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

　
製
材
し
た
板
材
に
つ
い
て
は

今
後
授
業
で
活
用
し
板
材
か
ら

製
品
へ
加
工
す
る
予
定
で
す
。

　
今
後
も
天
龍
村
の
子
ど
も
た

ち
が
、
森
林
な
ど
の
こ
と
に
つ

い
て
学
ぶ
た
め
の
木
育
活
動
を

おやす作りの様子美味しいお餅になぁ～れ!!

製材体験の様子



（３）広報　天　　龍 令和５年（2023年）12月26日 広 報　天　　龍（10）令和５年（2023年）12月26日

　
令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）
４
月
１

日
か
ら
、
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人

に
対
し
、
そ
の
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら

３
年
以
内
に
相
続
登
記
の
申
請
を
す
る

こ
と
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　
相
続
登
記
に
関
し
て
ご
不
明
な
点
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
以
下
の
期
間
で
、

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所
に
よ
る
無
料

相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
期
　
間…

令
和
６
年
２
月
１
日
㈭
〜

２
月
29
日
㈭

◎
時
　
間…

朝
９
時
か
ら
夕
方
４
時
迄

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

◎
場
　
所…

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

（
ご
希
望
の
司
法
書
士
事
務
所
へ
直

接
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
連
絡
先
な
ど

ご
不
明
な
場
合
は
、
次
の
お
問
い
合

わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
）

◎
相
談
料…

無
料

◎
相
談
例…

Q
相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
る
と
ど

う
変
わ
る
の
？

Q
相
続
登
記
は
し
な
い
と
い
け
な
い

の
？

Q
遺
言
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先…

長
野
県
司
法
書
士
会
事
務
局

☎
０
２
６‒

２
３
２‒

７
４
９
２

相
続
登
記
は

お
済
で
す
か
月
間

司
法
書
士
に
よ
る
相
続
登
記
無
料
相
談
月
間

足瀬トンネル完成見学会

　　天龍小学校
10

月
2

　　天龍中学校
10

水
4

　　昇龍まつり共催一般向け見学会
11

日
19

や
、
屋
外
に
む
き
出
し
の
水

道
管
は
、
保
温
材
や
ヒ
ー

タ
ー
で
保
護
す
る
こ
と
が
有

効
で
す
。
特
に
、
立
ち
上
が

り
部
分
は
地
中
の
20
㎝
ほ

ど
、
ま
た
蛇
口
部
分
も
保
護

す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

●
不
凍
栓
の
活
用
…
不
凍
栓
が

あ
る
場
合
は
、
寝
る
前
に
必

ず
バ
ル
ブ
を
閉
め
、
蛇
口
を

し
っ
か
り
開
い
て
水
抜
き
を

し
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
、
水
道
管
が
破
裂
し

漏
水
し
た
場
合
は
、
メ
ー
タ
ー

器
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ
を
閉

め
て
か
ら
、
水
道
工
事
業
者
へ

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

（
建
設
課
環
境
水
道
係
）

　
外
気
温
が
マ
イ
ナ

ス
４
℃
以
下
に
な
っ

た
時
や
、
一
日
中
気

温
が
氷
点
下
の
真
冬
日
が
続
い

た
時
な
ど
に
、水
道
管
の
凍
結
・

破
裂
に
よ
る
水
漏
れ
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
、
凍
結
防
止
に
有
効
な
手
段

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
器
ボ
ッ

ク
ス
内
の
保
護
…
家
庭
の
水

道
メ
ー
タ
ー
器
ボ
ッ
ク
ス
内

凍
結
注
意
！

水
道
管
凍
結
事
故
に

　ご
注
意
く
だ
さ
い
！

除
雪
作
業
・

塩
カ
ル
に
つ
い
て

冬
本
番
！

●
冬
期
間
に
お
け
る
通
行
と

生
活
の
安
全
確
保
の
た
め
、

積
雪
10
㎝
を
目
安
に
早
朝

か
ら
除
雪
作
業
を
行
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

●
一
部
の
凍
結
危
険
箇
所
へ

塩
カ
ル
・
滑
り
止
め
の
砂

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
い
た
だ
き
、
残
量

不
足
な
ど
お
気
づ
き
の
方

は
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
近
年
、
資
材
の
高
騰
に
よ

り
塩
カ
ル
の
価
格
も
値
上

が
り
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
必
要
最
小
限
の
使

用
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
建
設
課
・
地
域
振
興
課
）

○総合体育施設完成

○３年ぶりに海外研修事業実施　天龍中学校全校生徒と高校１年生がグアムへ

○ゴールデンウィーク前に福島トンネル供用開始

○村議会議長・副議長の改選と各常任委員の選任　議長に後藤知久氏、副議長に大平正長氏が
就任

○新型コロナウイルス５類移行に伴い、おきよめの湯への入込客数が戻る

○新型コロナウイルス感染症拡大と原油価格高騰の影響を受ける住民生活支援のため、生活支
援商品券を配布

○６月１日～３日にかけての梅雨前線による大雨及び台風２号災により、村内各地に甚大な被
害が発生

○村民運動会を６月に変更開催

○向方村営住宅１号完成

○天龍小・中学生も熱演した迫力の合唱劇「カネト」公演（昇龍まつり）

○６年ぶりに盆野球大会を開催

○長野県消防防災航空隊・消防署・消防団連携訓練を実施

○最高気温35℃以上の猛暑日を役場で12日、中井侍で26日記録

○在日中国人殉難烈士慰霊法要を開催

○長野県知事との県民対話集会が行われる

○天龍村郷土美術館オープン

今年のおもな
できごとです。

令和５年（2023年） 村のおもなできごと



（11）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）12月26日 広 報　天　　龍（２）令和５年（2023年）12月26日

　
令
和
５
年
度
村
表
彰
及
び
国

民
健
康
保
険
健
康
家
庭
表
彰
の

授
与
式
が
11
月
18
日
㈯
の
昇
龍

ま
つ
り
開
祭
式
の
中
で
行
わ

れ
、
ご
出
席
い
た
だ
い
た
方
々

に
村
長
よ
り
、
表
彰
状
及
び
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
受
賞
者
は
次
の
み

な
さ
ん
で
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。村

　
表
　
彰

○
熊
谷
　 

忠
則 

様
（
下
山
区
）

○
金
田
　
　 

隆 

様
（
鶯
巣
区
）

感
　
謝
　
状

○
花
田 

平
八
郎 

様（
北
区
）

○
田
島 

百
合
子 

様（
森
の
郷
）

○
鎌
倉
　 

貞
男 

様（
東
原
Ａ
）

○
金
田
　 

成
人 

様（
飯
田
市
）

○
吉
川
　 

哲
雄 

様（
飯
田
市
）

○
城
田 

孝
一
郎 

様（
東
京
都
）

　
村
に
貴
重
な
美
術
品
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
金
田
　
　 

健 

様（
岡
本
区
）

○
松
下 

和
氣
子 

様（
中
央
区
）

○
滝
沢
　 

英
夫 

様（
埼
玉
県
）

○
柳
澤
　 

泰
男 

様（
茨
城
県
）

　
村
に
多
額
の
金
員
を
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
。

国
保
健
康
家
庭
表
彰

　【 

村 

表 

彰 

】

〇
吉
澤
　 

幸
男
さ
ん（
鶯
巣
宇
連
区
）

〇
安
達 

ト
シ
子
さ
ん（
本
町
区
）

〇
秦
　
　
　 

達
さ
ん（
東
原
Ｂ
区
）

〇
大
杉
　 

美
幸
さ
ん（
中
央
区
）

〇
熊
谷
　 

千
鶴
さ
ん（
倉
の
平
区
）

〇
大
杉
　 

廷
臣
さ
ん（
坂
部
区
）

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
あ
り
、
３
年
以
上
に
わ
た
り

保
険
証
を
使
用
し
な
か
っ
た
世

帯
で
、
国
民
健
康
保
険
税
を
完

納
し
た
世
帯
の
み
な
さ
ん
で
す
。

佐々木祥二長野県議会議長への説明

国土交通省 丹羽克彦道路局長へ
要望書の手渡し

▶
表
彰
式
に
出
席
し
て
い
た
だ
い
た

　み
な
さ
ん 村

表
彰
・
国
民
健
康
保
険
健
康
家
庭
表
彰

村
・
村
議
会
に
よ
る
国
道
・
県
道
の
改
良
等
の
要
望
活
動
を
実
施

　
天
龍
村
長
と
天
龍
村
議
会
議

員
で
、
道
路
改
良
な
ど
に
関
す

る
天
龍
村
独
自
の
要
望
活
動
を

10
月
13
日
㈮
に
長
野
県
建
設
部

と
長
野
県
議
会
へ
、
10
月
25
日

㈬
に
は
財
務
省
、
国
土
交
通
省

道
路
局
と
関
東
地
方
整
備
局
に

対
し
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
４
年
ぶ
り
に
議
会

全
体
で
の
参
加
と
な
り
、
長
野

県
建
設
部
及
び
県
議
会
へ
の
要

望
で
は
、
永
嶺
村
長
を
は
じ
め
、

後
藤
議
長
以
下
６
名
の
議
員
、

天
龍
村
商
工
会
の
福
士
会
長
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
国
・

県
道
の
道
路
整
備
促
進
に
向
け

た
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、財
務
省
、国
土
交
通
省
、

関
東
地
方
整
備
局
へ
も
村
長
と

議
員
７
名
に
よ
る
要
望
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　
主
な
要
望
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

〇
国
道
四
一
八
号
（
福
島
・
鶯

巣
）
天
竜
川
橋
架
け
替
え
工

事
の
早
期
完
成

〇
国
道
四
一
八
号
（
阿
南
町
新

野
〜
天
龍
村
お
き
よ
め
の
湯

間
）
の
拡
幅
改
良
整
備
促
進

〇
国
道
四
一
八
号
（
早
木
戸
〜

的
瀬
間
災
害
復
旧
）
福
島
ト

ン
ネ
ル
の
早
期
完
成

〇
国
道
四
一
八
号
足
瀬
地
籍
の

通
行
止
め
早
期
復
旧

○
◯主
飯
田
富
山
佐
久
間
線
平
岡

ダ
ム
〜
十
方
峡
橋
（
松
崎
）

の
拡
幅
改
良
整
備
の
早
期
着

工
○
◯主
飯
田
富
山
佐
久
間
線
　
宇

連
沢
〜
羽
衣
崎
の
改
良
整
備

促
進

○
◯主
飯
田
富
山
佐
久
間
線
　
満

月
屋
〜
早
木
戸
橋
の
改
良
整

備
促
進

○
◯主
飯
田
富
山
佐
久
間
線
　
沿

道
樹
木
伐
採
の
早
期
実
施

○
県
道
大
河
内
中
川
原
線
の
待

避
所
設
置
と
道
路
防
災
対
策

事
業
の
整
備
促
進

○
過
疎
代
行
事
業
に
よ
る
◯他
村

道
大
河
内
線
の
改
良
整
備
促
進

〇
早
木
戸
川（
的
瀬
〜
早
木
戸
）、

芝
沢
川
（
戸
口
）
の
砂
防
施

設
整
備
促
進

○
福
島
地
区
、
向
方
地
区
（
ス

ド
ウ
チ
地
籍
）
の
地
す
べ
り

対
策
の
促
進

　
長
野
県
建
設
部
か
ら
は
小
松

次
長
よ
り
、
国
土
強
靱
化
対
策

の
予
算
に
よ
る
事
業
着
手
が
進

ん
で
お
り
、
県
と
し
て
も
予
算

確
保
に
向
け
て
中
央
要
望
に
取

り
組
ん
で
い
く
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
関
東
地
方
整
備
局
の

藤
巻
局
長
か
ら
は
、「
リ
ニ
ア

効
果
の
た
め
に
も
環
状
線
と
な

る
国
道
四
一
八
号
整
備
の
必
要

性
を
実
感
し
た
の
で
、
財
政
的

に
も
場
合
に
よ
っ
て
は
技
術
的

に
も
支
援
し
て
い
き
た
い
」
な

ど
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

文化センター
　　なんでも館

初笑い

含め６名柳亭こみち三遊亭歌る多

令和6年１月14日（日）
　　午後1時30分より

天龍寄席実行委員会
☎32－3206

　
12
月
18
日
㈪
に
、
龍
泉
閣
前

で
年
末
の
交
通
安
全
運
動
に
お

け
る
交
通
指
導
所
を
開
設
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
阿
南
警
察
署
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
村
長
、
阿
南

交
通
安
全
協
会
天
龍
支
部
の
み

な
さ
ん
に
よ
り
、
安
全
運
転
の

呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
交
通
事
故
が
無
く
な

る
よ
う
、
安
全
運
転
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

年
末
の
交
通

　安
全
運
動
実
施

と　き

ところ

主　催

新春 天龍寄席
　

出　演

年末年始のご案内
12/28 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 1/4
（木） （金） （土） （日） （月） （火） （水） （木）

ふれあいステーション龍泉閣
【２階フロント、売店】

通常営業

13時
閉店

休　業

通常営業

【１階レストラン】 14時
閉店

【４階ラウンジ】 休　業

龍泉の湯
正午～18時
受付終了
19時閉館

休　業

天龍温泉おきよめの湯 通常営業 18時
閉館 休　業 通常営業

レストラン湯とり 冬季
営業 休　業 冬季営業

天龍村図書館
天龍村郷土美術館

通常
開館 休　館

村営バス（天候等により運休の場合
あり） 通常運行 午後

運休 運休 通常運行

広域バス平岡線（平岡⇔和田） 通常運行 運　休 通常
運行

乗合タクシー平岡線（平岡⇔和田） 通常運行 土　日
ダイヤ 運休 土日ダイヤ 通常

運行

天龍村国保診療所 通常
診察 休　診 休　日

当番医 休　診 通常
診察

稲葉クリーンセンター受け入れ ○ ○ × × × × × ○

阿南斎場の受け入れ × ○ ○ × × × × ○

【その他】可燃ゴミの収集は、向方・大河内地区は12月28日㈭まで収集を行い、年始は１月４日㈭から収集を行います。
それ以外の地区は、12月29日㈮まで収集を行い、年始は１月５日㈮から収集を行います。



広 報　天　　龍（12）令和５年（2023年）12月26日

　
11
月
18
㈯
、
19
日
㈰
の
２

日
間
、
な
ん
で
も
館
を
会
場

と
し
て
「
２
０
２
３
昇
龍
ま

つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
、
14
回
目
を
迎
え

る
「
昇
龍
ま
つ
り
」
は
、
村

民
と
農
林
商
工
業
者
な
ど
の

各
種
団
体
が
一
体
と
な
っ
て

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
ふ
る
さ

と
の
良
さ
の
再
発
見
や
、
村

民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
の
場
づ

く
り
な
ど
を
目
的
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
各
種
表
彰
や
岩
崎
恭
子
氏

の
講
演
会
を
は
じ
め
地
元
の

各
種
団
体
に
よ
る
農
林
産
物

の
販
売
や
、体
験
、健
康
コ
ー

ナ
ー
、
作
品
展
示
、
保
育
所
、

小
学
校
、
中
学
校
な
ど
児
童

に
よ
る
発
表
、
カ
ネ
ト
合
唱

団
に
よ
る
演
劇
、
投
げ
餅
が

行
わ
れ
、
両
日
と
も
に
大
勢

の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
な
お
、
開
催
に
あ
た
り
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
村
民
の

み
な
さ
ん
や
関
係
者
お
よ
び

餅
投
げ
の
景
品
を
ご
提
供
い

た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

観光協会賞 松下 俊成
（天龍村原地区）

観光協会賞 竹折 明
（羽衣崎）

観光協会賞 黒田 直人
（向　方）

㈱飯田スタジオ賞 仲田 昭二
（かつら大滝）

㈱飯田スタジオ賞 宮澤 孝輔
（羽衣崎）

㈱飯田スタジオ賞 坂巻 章夫
（自慶院）

信濃毎日新聞社賞 黒田 直人
（向　方）

信濃毎日新聞社賞 萩原 英文
（天龍村清水地区）

中日新聞社賞 恩澤 利弘
（中井侍）

中日新聞社賞 鳴海 寿勇
（平岡ダム付近）

南信州新聞社賞 木下 智子
（なんでも館）

南信州新聞社賞 久保 聡美
（羽衣崎）

雪とダム 静寂・雪のダム湖 向方の春 かつら大滝

初夏の羽衣崎 今年もよろしく 村花やまゆり とろーりまろやか・ていざなす

彼岸花 平岡の華

村まつり餅投げ大会 夜桜

　令和４年８月から１年間にわたってご応募いただい
た56作品の中から、13作品が各賞に選ばれました。
　受賞されたみなさん、おめでとうございます！また

ご応募いただいたみなさん、
村民投票や審査にご協力い
ただいたみなさん、ありが
とうございました。

水面に映る山

第 216 号
広 報

天 龍 村 役 場
総 務 課
飯田共同印刷㈱

発行
編集
印刷

私たちの村
－12月１日現在－
人口 1,094 人

男 516 人 女 578 人
世帯数 627 世帯

2023年12月26日

主催：天龍村観光協会

村民賞･表紙部門 串原 幸延
（松島桜公園） 受賞されたみなさん

園児による発表の様子

やったね!!

川村カネト合唱団と
　天龍村の子どもたちによる演劇

入賞作品一覧
2024年天龍村カレンダーフォトコンテスト審査結果

takashi
テキストボックス
（敬称略）




